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•~:t~r祈自己評価 ・ ミーティング採式

l • 初期埠（はじめのかかわり） 1

●前l沖Iの改li計画に対する取組み状況

似人チェックU1"I囀

11~ 同のrt~:::ついて取flffl VJ ま したか •)

＠ 

前回の改善計両

前回の改治計画に対する取紺み結果 l 

●今回の自己評価の状況
よく

実施n 'f俎成29年 1月 30 n (11 oo ----rn : oo ) 

iクIヽ,_

ぶんとか

末樹恵 • 浅野吉1・,人lfl梨紗.ll I浦明弘
篠n和(t ・ 京拓 —·t支

~;f. り l_;b ど個人チて ック虻計襴
でせている できて~ •{, できていたい でf<-Cl ヽ i:=1•

合IHほ人ぷ）

ぷ人v.,情旬やニーズについて.l1l用問始前
(i) 1:: ミーティング行を通じて共有してl'ます I b 6 
か亀）
,1・ ーピスり頂fB.';に..f: 人や~f族 ・ 介繕召が．

② iずぶ度としてtヽる：芝liJ、ができてし、ます 5 1 6 
か？
:~ 人が •よた:11tれ てし、ない町期に 、 9り問や辿

③ いでのW掛げべふ心いがでさてい出すか・? 1 5 6 

ぷ人を支えろた・"'に、家和・イrit !t .J>'f-安
＠ を受；rn: め．間係づくりのた,11,q)記9包をし 1 5 6 
て¥,iヽrか？

できている点 1200年程度で、できていることと、その理山を記人すること

・管理者が枯報収化しt-内容を、全スクッフに岱面や口頭で伝え佑報共行できる-1:':.にしている
・支位を間始した『i後は、全スタ yフがこ主めに由掛けをおこない本人様のrt艇を似聴するよう;.:.し、新た
に得た情報を引き紺ぎノートや介渡U誌に記針し．スタッフ111]で佑恨共イiできるよう 1こしてlヽる。

できていない、C:f. 1200中以内で．できていないことと、その狸由を記入すること

• 初期相談（希望や要望）についてハートスタッフに発信できてt、なし、ことかわる （決定した内容でない
ことから、常勤9禎且で相淡十ることか多tヽ．）
• ま1必要としている文t及は可能な限りおこなっているが．希屯 ・要fげる支揉内容や時間常によっては本
人様 ・家族様と相談して時間調整をすることがある。

次回までの具9本的な改善輝1 I c200 r: 以内）
• 初期支援時や支援I開始後に、仝スクッフが集まりミーティングをおこない、利用者様の~4-tfr報や希~I ,
要咽ヤる文後内容を検討 し、 利用者様に必要た支揉を見極め、本当に必要な文採，こ I~してはおこなえる上 う
にするc

事一①



中業I所自己評価・ミーティ ング様式

2 「～したい I ,/)実現 ([1 己坦現(/~町叩

●前回の改怪計画に対する取組み状況

戯人チ:.7ク塁II襴

"り@ ~) ll!四につし・て取りmめ；Eしたか？
＠ 

前回(/)改吾計画

●今回の自己評価の状況

飼人千ェヤク渠St瀾

r ~ 人のII烹 （ゴー1し・1Iがわかっています
① か？

に人の~j面の flr:, 『ヽ LたいJがわかって
② し ー・ますか•)

ギ人の当面の目~ - でいjをn・fijした

~ 11~ のかかbりか-きイぃ，E,か？

其只し；~(かかわつた1 内'i].をミーテ fン

④ グで発nL書. u.cり返り．次の対応：：：栢l1屯
てしYじ,.か？

I実施日 1平成29年 1月：10 n m , oo - , Y oo J 

凡II、一

よく r~ んとか
できて・ら できて:•る

l 5 

l 5 

5 

l 4 

米I貨恵 ・ 浅野占 f・ ・ Alll 梨紗 • 川浦明弘
篠田和代 ・h廿ti. 枝

あまり ほと，，，ど
合計(~人霰I

で:て~.ヤ11 できていな,,,

6 

6 

1 6 

1 6 

できている点 1200字程度で、できていることとその理111を記人すること

・フラン内容やt1々の関わりの中で利用者様から伺ったt濯をり消洪イ1し目悦を把胆して文捩している
・家hl:様やf.,人様と面談しヽしたいことを把1月し、女援内容を決めている

できてし、ない点 1200字以内で、できていないことと、その即由を記人十ること

• 連絡 J ートや介詢日誌、 ~I珀での申し送りで利用行様の目内を把握→ ることが多、．プラン（計画苫）を
ス々ッフ全「iがみていなし、ことがある。
・介渡経験が桟く ミーアィング時に発言が控えめになり 実践した内容を皆で板り返る為の意見をあまり

言えていないここかある＾
. r-.. した＼ヽ」 Ht'-をあまり分からないまま!'tiわってし、た。

次同まで(/)具体的な改ifr-計両 j (1001・ 以内）
・ミーティング時に、プラン（計画#)を全スタ yフがみて内容を把握できるようにし、スタ ッフ一人 人

が実践した中で、感じたことを気軽に発言し、次の対応にいかせるようにする 又、ミーティング以外ーも

意牒して内栢をみるように惹品する。

り,_②



1lf~ 所t'J己評価 ・ミーティング様式 実施日 I平成29年 1月 :loLI (17 : 00 --... 19 00 ) 

:3. 日常生活の文揉 _('/Iヽ一
（常勤）~,俎恵 ・ 浅野吉- ,~ . 太HI製紗• 、 11i甫明弘
（非常勤）篠町和代・京極 —枝

●前回の改善計画に対十る取糾み状況

岡人チ ,c •y ・ク 1tm禰

前fi!lの霞題について取リ組ウま したか"
@ 

前回の改倍計画

前回の改弄u4両に対十ろ取免u.み結果

◆今同の自己評価の状況

飼人1-:,: ~,, .q! 計膚 よく r,: んとか あまり I; とんど
f;Jヤ｛廷lぶり

できてPl.I でさて、•'., ー、 ,Y•ない でこていなし •

本人のF宅マの生(F,JQ境を坤~Iるために

(D ＇以前l))tじ h 、;IO園I.J.1 fe!l'tできて I 3 2 6 
し •,t. すか•)

ぶ．人dャ、状祝に合わせた食ポや人裕、排せつ

② れの星E的なft~Iがでざtいますt, ,? 2 3 l 6 

ミーテ.{ングにおし 9て. -~ 人,.1,n1:.h !> rt 
@ し、Pりをチムで',u'語化で.¼'—, • とすか？ l 4 l 6 

・ド人の気持ちゃ体讀の変化に久づいた と

@ ざ. i'か都!!l~-「してい . t十か'! 3 3 6 

11: flされた牛人の気t平や体tliJ)lt化に1!11
:}) B,'f的 i ・支採できてし • ;l-4か・? :3 3 6 

できている点 l ioo芋程度で、できていろこととその理由を記人すること
• 日々の関わりの中で、利用8様の体調変化や気持らの変化に気づいた時には、ス 9ッフIIりて情報伝達オふこ
ない体調不良時の場合は．行殺帥に相淡し、必要に応じてかかりつけI辰に相談し、支扱内容を臨機応変に変史
してし、な

できていない点 1200字以内で、できていないことと ．その埋由を記人ナること
• かかわりの中で以前の悸らし方を知ってしヽることも、t,..るか、今もで.t!識して考えていなかった為、 10個
以上把射できていない

・人浴介助に関して関わりが少なし、為、あまりできていなし、と判断したr

• ②番の項目で、基本的な介設はできてしヽると思うか、身体状況の玉たい方かこられた時に符験か少ない為．
不安かある。

次回までの具体的な改陪計両 I (200¥: 以内）
• 利川者様の以前の仕らし力を全スタッフが慈識してコミュニケーションをはかる メ、肝らし1Jシートを
↑ス 々ッフで記人するようにL、以前の社らしと．支援してし、る現状のgらLが把!!¥てきるように十る。
・経験の洩いスタ・ノフが不安を感しないよ う、実技形式の研條をtI池十るJ

事一③



下業所自己評価 ・ミーティング様式 実施IJI平成29年 1月 3()日 (J7 : 00 "' HJ : 00 ) 

4 地域での作らしの支援

●前回の改善計画に対する取組み状況

閥人千ニ -.,-J渠計櫂l

ルIヽ~- （常勤）よ廣恵 ・ 洩野吉午 • 太 III梨紗•川浦明弘
（非常勤）篠田和代・ 京極—·I支

◎
 

前回m諜題について取り糾Y>fしたか？

前回の改善計画

前回の改善計画に対十る取組み結果

●今回の自己評価の状況

個人チコッ”船I鳴
よく な人とか ~l り ,.1とんど

紺till.A数l
でさてし·~ --.:~ ー'• • . 1/ ... さきていない ：きていない

•に人1/.l こ il. .t で(/1生活ス 々ィ lし ・ 人間閑係

① 等を理~l..ていモずか•? l 5 6 

本人 と．哀族 ・介獲行や地域と.,.,関係か切

② れないよへに支援していま十カ・・？ 3 3 6 

!~ 業所が直接捨していない時間に一本A..が

③ どrJ)よ.;: ニ過ごし一，るか把棚 L てします 6 6 
カ.I'!

c 
本人の今IT>'ffr心に必要な民．生委日や地域
のと源等を氾固 してい生ヤD ・·~ 2 2 2 6 

てきている点 1200字程度で、できていることと、その理由を記入すること

本人様 ・家族様 ・近隣の方から可能な限り話を伺うことで生活 I)スムや、地域での交流関係を把握できるよ

うにしている為、スタッフかかかわっていない時間帯の十ごし力中も知る事ができている

できていない点 1200字以内でできていないことと、その理由を記入ずること

・スタッフによって支援内容（訪問サービス）等をおこなわないこともあり書家族様とのかかわりがない

・スク Jフによっては地域の役員さんと交流をはかる機会がなかった

・地域にある貸源すべてを把握しきれていないr (利用者様の行きつけの店等は知っている＼

• 今の暮らしに必要な民生委員 ・地城資源を意識していなかった（

次回までの具体的な改善計画 I (200字以内）
•本人様に関わりのある家族様や地域住民の方、民生委員さん、地域資源の梢報を全スタ ッフが把据できる
ように情報収集した書式を作成し会謡等で閲覧し意見交換できるようにする

事一④



l団をi!Jf自己評価・ ミーティング禄式

5. 多機能性ある柔軟な支援

●前回の改善計画に対十る取組み状況

煩人チェ 9クm計膚

rm阿,:J)罰!~jこ／いて取り Illめ !J: した~か'》

＠ 

前回の改善叶佃l

前[111の改善Jl· 11~に対すろ I!~組み結果

●今I司の自己評価1/)状況

涸人チェ ク史引襴

0 分た-t,~l羹所 t.'lt-- 乏ふ ，しうとせず．地

① 心りJv添を使って ~ti -:'tヽu:-iカ・・9

ニー~·に応じて I通い』『訪間！＂目沿 1が
(2) ,'t当適切に打tiむSれてし • :tすか？

H々 cl)かかわリや記鯰カ・ら本人の f屯It』
@ に気づさ．ミー'1-<ングmで共訂す.{, :. と
ができて.t -t・ か,--,
そ"f:I・ムの時の・*人!Tl:t);熊・ニ•ーズI::介

① わせー柔飲(,':!::援がでさていまj・t;.'!

実施aI平成19年 l月 :iO日 (17: 00 ...__ I !J : 00 ) 

よく
でさていてI

2 

3 

4 

｝ン ．＇‘•一
（常勤） K廣恵・ i曳野吉y..• 太IJ1梨紗 • 川 i1lf明弘
（非常勤）篠111和{-t• 京極伎

': んと TJ• hま,, ''iとんど
合~I紀人哀l

できている でさていな＼ べきて＼ヽTl.~・

1. 2 3 6 

4 6 

2 6 

2 6 

できている点 1200祁渡で、できてし 、ることとその耶由を記入「ること

• 毎朝の申し送りや引き莉ときノ ート、介設記録等、本人様からの要望に合わせて文援内容（通い ・訪問）を
臨機応変に変連して対応ナることがてきているc

・fr-irri同数は少なかったが．当日(/)布泊希望に対応L支位をおこなえた。

できていない点 1200字以内で、できていないことと、その理由を記）げること

• 利用者様の活mしている地域悛源 （行きつけのJ山・近r.k(tL¥:)をIJ宅J澗時や、送迎IIヤ．外出同行時に対
応しているスタッフは道中で挨拶をして顔見知り 1こたってしヽるが、かかわりをぽとんどしてていないスク ・ソ

ブbいる
• 求族様が同居されている利用者様ばかりであったため、スクッフが積極的に地域没源を探すことや、行源
をfl,JIIできるよう，こ支援する機会が少なかった。

I 

次回までの具体的な改西計画 I (200 F以内）
・管理者が地城貸源の情報収集をおこない、全人タッフとt,'j報共hできる会議(/)場をもう；・J、地域fi源とは
なにか、 ど(f)tうに活月11るぺきな(/)かを検討できるように十る I 

事ーR



巾業所自己評価 ・ミーティノグ様式 実）雁日 •f!. 成2り年 1月 30日 (17 00 ....... 1り，0() ) 

6. 連携 • 協慟 lノパー
（常勤）末厳恵 ・浅野吉・・f. 太Jn梨紗 • 川i甫明弘
（非常勤）篠l肛0代 ・京忙 伎

●前同の改善計画に対する取組み状況

⑨
 

憫人チ -r--ク記.t+III

前回1/)『園につして取りWilぼしたか？

前回の改善,f卜両

●今回の自己評価の状況

個人チェ ク絹ff~III
よく たんとか -~ まn nとんと

合itI馳バtj... 、←i—、,.,;;... でとている できて•，ヽ!:し• でさごいたI•

え'I./)他(l)サーピ； 隅悶 l'.. 療娯r.,.訪間t
(i) ”• 福祉用且苓lJ,他軍渫rli)とUj全濃をfl I 5 6 

つて~ ·,·tすか·~
I 日治仕や地域包訪文fitンターとの会公,:.
② 峯加していこすか．、 2 4 6 

地噸'l7tl直脱悶・ rn~i. n 1台会．町内全．
③ 淋人全．消防lti/7J.lのが動やイペンi・に駐 1. 2 2 J 6 
IIIJしこ．ヽ :tすか？
g餞、石以外の品齢石ぐ弓~ ども等の地域住民

① が事名可を"'れますか'> l 5 6 

できているh: 1200字程度で、できていることとその理由を記入すること

•隣が lヽ労校であり下校時や9木,,,..の時に了供か遊び：こき t-1界には利用者ほと究しく交流が保てるように文援
している。（おやつ作り ・宿題兄守り＊輪投げ、折り紙作成等）

• 利川者様J)知人が訪ねてこ；れた呪し、フロアーで談品できる tうに古掛 rをしているC
'J1 Iこ1回、＝コ＝コ食常（・（イ共食党）開催の場所提供をおこなっており｀開催時には子供さんや町会t.tn
さんが来訪しており、交流をばかること力;-. きているe

I・地域の運勅会べ項祭り（獅子覇見学）、防災訓甜澪に年数回ではあるが参加できているe
できていなしヽ点 200 字以内で、できていな~. ことと、そ(!)月!rbを記人--jること—___ ___) 

・ 医扱機関や福祉m具等の会謡については主に管即れ兼介護支援ll~r1Jtl I名が1関わり参加Lた内容を全スタ
ノフに伝逹している為、その他のス々／フが参加てきていない

・地域各前のイペ／卜参加について勤務状幣て参加てきるスタッフとできないスタ ッフO>°Aiがある r
• 町会の会議等について悴理者が把射している場合もあるか、他(/)スタッフに伝達してし、なかっ::.為、会沿
の開催目体を知らないことがある。又、管理者自身も家庭の都合で夜の会諾等に参/Jtlできていなし、0

次同まての具体的な改善計i由i I <200字以内・
• 自治会や地域包括支揉センターでおこなう会議内容を加前に把握して参）JI]ぐきるようにナな又、地域())
活動やイベ/Iヽ ；こ令スタソフが年間を通じてなんンか参加てきるよう ，こ勤務I.Iの調整等をおこな）

・r,-@ 



,1f業祈自己評価・ミーティング様式 実施WI平成29年 l月 .IO11 (I 7 : 00 ..... l 9 : 00 ) 

7. 述柑 iン/I'-
（常勤） ~Ti俎思 ． ・け野古 · i'- . 太Ul梨紗 .I! I浦明弘
(J卜常勤）篠旧和代 ・ 呆―怜~-枝

●前回の改善計両に対する取組み状況

＠
 

個）、チェ：I ;, , 俎計瀾

前回の冗閣について取り組勺tしr::..iりヽウ

前回の改善計画

前回(})改蕃計画に対十る取組み結果

◆今回の自己計価の状況

個人チェ ブクil!:tl-l冒
よく ftんttJ, トまり llとんy ~,r (~ 人tit)
-.、身...ー、I'・． →きていt ~~ てI,•ない でぎていたい

班ri'i所の,½ り）iにつし•て 闊[1':して，fi.~
① をgうことがでさて＼ヽ ：とす-~ •) 2 4 6 

、ftlfff "lf、家駐・介..fiカ・「,,nil見や苦fiVを
(2) 浬甘に反峡Lーy • .t七か'! I 5 6 

地吠の方かり1/)江見や汗情を運kこ反砂 a

(J) てし、,!:すか•t 6 6 

1111£ にJ!'~ とされる~-点であるためと. fir 
;i) lfl/tり,-地域とlij,働した取mみを行ってい士 1 3 2 6 .,, •J 

できている点 1200字程度でできていることと．その理由を記人1ること

• 利用者様や家族様からの意見があれ1-fスタッ7間で伯報共有し．改苦できるよ，~;こ対応 Lていそ
・民生委Ltさん五催の、~r-供食屯：を開催するための場所提供をおこない、地域括動，こ共：ご協力できる11メり組み
をおこなっている

できていない点 1 ioo宇以内で、できていなし、ことと、その理山を記人十ること
・運溢推進会油等で地域役員さんからの意見を伺う機会ばあるが、スタッフによっては参加したことがなく．

会議の内容等を把据てきていない＂

・地域の｝］か気軽に灯見や苦柏を伝えていただけろだけの交流を培けていない

紐ぽての具体的な改珀計両 I c200字以内）
スタッフ全員が 1回は迎営推進会議に参加L. 地域のガからの意見を聞き、 JJ澤業所(/)運営にrm-ヤる比通の慈
識をもち． 地域こ必要とされる拠点になるi..:.めの取り組みを少Lfつおこなっていくり

1f-⑦ 



in: 業所自己評価 ・ミーティング様式 ・女施uI平成29年 1月 :lO日 (1'7 : 00 ...... 19 : 00 ) 

8. 質を向.1:するための取組み ”バー
（常勁）末版思 .jj:; 野吉子 ・太田梨紗 ..Ill浦明弘
（非常勤）篠田和代・点拒伎

● !Iii回の改苫計画に対寸ーる取組み状況

＠
 

依人千C1..-ク出計襴

1111回1/ll'Jl題について恥り組め；ll、たか. ., 

前回の改蒋計画

前同の改節計画に対十ろ似組み結果

◆今回の自己評価の状況

個人チ一 、.7#1:tr襴
よく じんとか みln I'! とんと'

合~I ft!tA. :,.1 
？ざている マざている でさて\•ft,' でさていない

(D 
狂"(瓜坦内・疇場外）を其応・苓加しイ

6 lヽ1r;-r.!), l 4. l 

② 
貨格敗j~ゃスキルア・、プのた.,,の~Asにむ

4 2 6 ~IIでさてい：ミすか

@ 
地域連冷会にぶ加してい工すか

l 5 6 

c 
リ：人クマネジ しヽントに取組んでいますか

3 3 6 

できている点 I ~oo 字程度でできてし、ろことと、;;..(/)則由を記入すること

研修に閲しては開催案内を見たり、n身で調べたりしてなるべく参加できるようにシフトを調祁している、
メ、参加しだ研修に関しては研怯内容記録を作成し、他の：ベクソフ＇こも研修内容を伝達 Lている
• 利Jll;,者様の身体状況の変化を話し合し‘• 事故が起きなし、ように閉わるスク yフが注登して.'る ス、ヒヤ
リハットのnじ人をおこない同じことがおきないよう慈識して支揉をしている

できていなし¥、ほ 1200践以内で、てきていないこととその理巾を記入十ること

・地域連絡会に竹理者が代投で参加Lている為、他'i>スタノフが参加する品品がなかった．
• 内部研修や外部研修があることは知 ているが、週 2回の勤務ということもあり参加できないことが多い
が、他のスタソフの研修百料等を訛I,で努}Jはlてlヽ そ-

• 内部 ・外部研修に参加しているが、資格取得(/)ための研修には参加できていなし、ミ

次回までの具体的な改窮計仙i I c200・ギ以内）
・地域連絡会の開催H程笛を事前に把廂し．全スクッフに伝え、行理(J・だけだはなく他のスクッフも参加て

さるように取り組むf

・勤務形態にかかわらず.n発的に研修に参加できるよう研修案内を今後も提示 し、参加できるようス々ノ
J同 1て戸掛けをおこなう

事ーR



皿業所n己許価 ，ミーテ(/グ揉式 実施H ・¥; 戊29fl I月:w11 (17 00 ..,_ l 9 : 00 ) 

9. 人権 ・プライバシー ｝ンバー
（常勤） 40梃忠 ・ 浅野吉千• 太m梨紗 • 川浦明弘
（非常勤）篠Blfti代 ・点極 伎

●前回の改善計画に対する取組み状況

岡人チェック＆計閥

前回if)霞趣iこついてlf/t),mめt.したか•>
⑬ 

前回の改待計両

●今回の自己評価の状況

屈人チェ.., ク煤計囀
よく fしんとZl• ，，，ま" ほとんど

合I:1 1さ~.>..;'ii
で9ている できている t'l. <-令→~. •t.!,. でtていない

~fふ拘屯を L てい'~·l ヽ
① 6 6 

11}紐は行われていな'・.

⑫i 6 6 

-.r7イパシーが守らJ¥,て＼ヽる
逗） 5 l 6 

必裳な方にi・¥t年後見;;11,度ヤ1用Lている
① 6 6 

遍正な個人情報り腎郎がでさている．

怠） 6 6 

できている点 1200字程度で．できていることと、その理由を記入ナること

・介護に関わるスクッフど Lて身体拘束やt&待に関する.IEしい知識をもっており、絶対におこなうことがな
いよう常に心がけて文援tてし、る

． 侶1 人佑報が記載された.'}煩等は、鍵付の-:~r-類附．「保1'i"Lている。
• 利用者様のブライパシーにかかわる文援をする際や口u月で佑報を伝違！る際など、注意をはらし支なする
上うにしてし、な

できていたいr1J 1200字以内で．てきていない.:.とと、その理rtiを叫入すること

• これまで登録利用された利JU~様の中で成年後見人制度を活用-iる人かいなかった。

次lnJまての具体的な改倍計仙; I c200字以内）
今後も利用者協の峠厳を保持できる支援をおこなえる上うに，定期的に身体拘末 ・店待 ・ブライハシーに関

十る研作に参加しt$業所で活L合う 又、成年後見人制度についても詳細を把捉 • 理解できるよ）な研修を
おこなし'. 知識をふかめられるようにする

Ji,-@ 



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表

法人名
社会医療法人三宝会

代表者 三木康彰

事業所名 北加賀屋lT目の 管理者 末廣恵
つるさんかめさんの家

出席者
市町村職員 I 知見を有するもの I地域住民・地域団体
人 人 4人

項目

A. 事業所自己評価の

確認

B 事業所の

しつらえ ・環境

C. 事業所と地域の

かかわり

前回の改善計画

利用者

法人 ・

事業所

の特徴

1人

住み慣れた街で「鶴 ・亀のように健康で元気で楽しく長生きでその人らしく 地域で普通

に暮らす」という理念のもと、 一人一人の気持ちに寄り添い、共感し利用者様が笑顔で

暮らせるように支援している。

利用者家族 1 地域包括支援研

1人 1人

近隣事業所

人

事業所職員

4人

その他

3人

合計

14人

前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画

•細かいところまで記入されてい

てきちんと評価をしたことが分

かる。

• 名前を見ただけでは、常勤スタ
ッフかどうかわからなし¥

• アンケートが難しい

・地域の方に事業所内の活動報告

やスタッフの紹介をわかりやす

く情報発信していく。

・事業所自己評価 (1-----9)項目の

改善計画を実行していく 。

•新 しい施設でにおいもなくきれ 今後も清潔をたもち、家族様や地
いだと思う。 域のかたが気軽に施設に入れる

•町会役員は定期的に訪問してい ようにしていく 。

るが、 地域の人や家族がはいりや

すいかどうかが分からない。

・家族としては特に入りにくいと

思ったことはない。窓が大きく玄

関に入る前に施設の中が見える

ので、どんな風にすごしているの

かよくわかる。

・よく挨拶をしてくれている

•町会役員以外の地域住民に知ら
れているのかは分からない

• 実際のところ、地域からの相談
があるのかわからない

・地域の行事に参加してくれてい

ると思う。回覧板で地域の予定が

分かる為、イベントに参加しやす

し‘
゜

認知症カフェ（ひまわりカフェ）

を通じて、気軽に介護相談ができ

る場所提供をしてより多くの地

域住民の方に事業所のことを知

ってもらえるように活動する。



・ご近所の心配なかたに実際にか ・地域の心配な方のことに関して

かわっているのかわからない。そ 今まで意識していなかったため、

のような人がいることを実際に そのような方がおられた場合に

把握できるのか？町会のほうで は地域包括支援センターと連絡

も困っている人を把握しきれて を取り合いながら対応するよう

D. 地域に出向いて

／ ／ 
しヽなし、0 にする。

本人の暮らしを
•町会には地域ネットワーク委員

支える取組み
会があり高齢者支援をおこなっ

ている。心配な人がいるのなら、

お互いに連絡をとりあってはど

うか？

• 自宅から通っているので閉じ込
めているとは思わないが、実際の

状況がわからない。

・外部評価の内容が答えをもとめ ・運営推進会議にて事業所の報告

る内容になっている為、事業所で だけではなく、地域の困り事など

なんでもしなくてはと意識しす にも目をむけるようにする。

ぎてしまうかもしれませんが、地 •町会の会議に参加できるよう検

域には包括支援センターやプラ 討していく 。

E. 運営推進会議を
／ ／ 

ンチもあります。つるさんかめさ

活かした取組み
んの家だけで意識するのではな

く、横のつながりを大事にしなが

ら、できることを少しずつされた

らいいと思います。

・地域のかたに施設を知ってもら

うために、町会の会議に参加して

みてはどうか？

・地域の防災 ・避難訓練にスタッ 今後の運営推進会議の中で、具体

フが参加されているが、事業所の 的な防災計画を説明し、防災訓練

F. 事業所の
／／  ／／  

防災訓練に地域住民が参加した の際には地域住民の方にも参加

防災・災害対策
ことがない。 していただけるような方法を検

・運営推進会議で防災訓練をした 討する。

ことを聞いているが、具体的な内

容は写真だけではわからない。


